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◇委員会報告

1．編集委員会

福島統（委員長・東京慈恵会医科大学教育センター）

　編集委員会が運営委員会から独立して独自の委

員会組織になったのは2000年4月からである．

新しい組織としての雑誌刊行は第31巻2号から

である．その後の日本医学教育学会編集委員長

は，第13期は鈴木淳一氏，第14期は庄司進一氏，

第15期は吉岡俊正氏，そして第16期から福島が

担当している．第13期では，査読システムの確

立を目指し，全ての学会員が査読者になりうる体

制を作り，第14期で。よ論文の質の向上を目指

し医学教育研究での原著論文の定義についての議

論を行い，当時の吉岡編集委員を中心に投稿規程

の検討を行い，第15期編集委員会の発足ととも

に新投稿規程が施行された（2006年1月）．第16

期では本誌掲載論文をインターネット上で検索可

能にするためにJ－STAGEへの掲載を進め，一時

中断していた文献紹介を再開し，さらに医学教育

研究に関する統計手法，質的研究手法の紹介も始

めている．

　第34巻（2007年）からは大会抄録号を補冊と

して年7冊の刊行となっている．特集としては，

「モデル・コア・カリキュラムと共用試験」（33

巻2号），「大学外卒前医学教育：地域での医学教

育」（34巻3号），「卒後臨床研修必修化後の専門

医制度を考える」（35巻3号），「臨床研修後の進

路：研修必修化2年を経て」（36巻5号），「各国

の医学教育」（36巻6号），「平成17年度特色あ

る大学教育支援プログラム，現代的教育ニーズ取

組支援プログラム」（37巻1号），「卒前医学教育

専従部署の紹介」（37巻），「卒前医学教育責任委

員会の紹介」（37～38巻），「医学教育担当事務部

署の紹介」（38～39巻），「Population－based

Medicineの教育：個人から集団へ」（38巻2号），

「学士入学制度調査を中心とした海外諸国におけ

る医学教育事業視察報告（第一報）」（39巻6号），

「次世代の医学教育者の育成に向けて一医学教育

マスターコース検討委員会報垣」（40巻4号），

「学士入学制度調査を中心とした海外諸国におけ

る医学教育事業視察報告（第二報）」（40巻4号）

とその時々のトピックスを先駆けて取り上げてき

た．

2．広報委員会

森田　孝夫（委員長・奈良県立医科大学医学教育開発センター）

　日本医学教育学会ホームページは2001年4月，

第13期の編集委員会（鈴木淳一委員長）によっ

て開設された．2004年1月，第14期では編集委

員会は編集・出版・HP委員会（庄司進一委員長）

と名称変更され，ホームページの管理運営が強化

された．2006年1月，第15期理事会に広報委員

会（福島統委員長，委員7名）が新設され，ホー

ムページの管理運営は広報委員会へと移管され

た．2009年1月，第16期広報委員会（森田孝夫

委員長，委員7名）へと引き続いている．

　広報委員会の主な役割はホームページを介し

て，本学会の活動を国内外へ公開すること，医学


